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総額１７１億７,３７３万円
２０１７年度予算決まる

一般会計９１億８, ６００万円
特別会計（９会計）３４億５,８１６万円    企業会計（３会計）４５億２,９５７万円

　第 77 回定例会は、3 月1日から24日までの 24日間の会期で開催されました。
　各委員会報告、諸報告に続き、町から条例制定と一部改正 14 件、規約の一部変更 1 件、契約の変
更 2 件、補正予算 8 件、当初予算 13 件、計画・構想等の承認３件の計 41 件が提出され、慎重審議の
結果、いずれも原案のとおり承認、可決しました。一般質問は 3 人の議員が行いました。
　なお、今期定例会には区長会をはじめ、多くの皆さんの傍聴がありました。

町の歳出（一般会計の１年間の支出）

衛 生 費

総 務 費

民 生 費

公 債 費

教 育 費

土 木 費

農林水産業費

商 工 費

消 防 費

議 会 費
予 備 費

費　目 予　算　額 人件費を除く主な支出

 １８億１,０９２万円

１６億９,６４７万円

 １４億１万円

 １０億４,５３４万円

８億２,３３０万円

７億５,１３２万円

 ６億４,３３４万円

５億９,８５４万円

２億９,００３万円

１億２,1７３万円
５００万円

病院事業会計繰出金５億９,５７６万円、下水道事業会計繰出金４億円、
クリーンセンター運営負担金３億６,３１０万円、中播衛生施設運営負担金
７,０５９万円、水道事業会計繰出金６,７１５万円

高速ブロードバンド基盤整備事業４億７,０００万円、総合行政用コンピュータ
運営事業１億４,４９７万円、ＣＡＴＶ管理運営事業１億９２６万円、コミュニティ
バス運営事業８,５８３万円、地方創生交付金事業４,０６２万円

障害者自立支援給付等事業２億５,６０９万円、介護保険事業特別会計繰出金
２億３,８０１万円、後期高齢者医療制度事業１億９,７９３万円、保育所運営委
託料１億９,２１３万円、児童手当１億５,３０６万円

道の駅「銀の馬車道かみかわ」整備事業１億３,８５３万円、地籍調査事業１億
７69万円、多面的機能支払交付金４,８４６万円、県民緑税活用事業
２,７４３万円、森林管理１００％推進事業２,２５２万円

学校給食管理運営事業８,６０６万円、町民温水プール管理運営事業
５,８４１万円、地域交流センター管理運営事業３,０６５万円

橋梁長寿命化修繕事業１億９,９６０万円、道整備交付金事業１億４,６２０万円、
公営住宅建設整備事業８,０２２万円

峰山高原スキー場整備事業２億１,２１５万円、大河内高原整備事業
１億５,９９４万円、観光施設等管理事業１億６３０万円

消防事務委託事業１億４,９５６万円、消防施設整備事業５,８０６万円、消防団
退職報償金支給事業４,１７6万円

長期債元金償還額９億５,１４６万円、長期債利子償還額９,２５２万円

議場システム更新委託料２,７０0万円
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２０１７年度の主な施策２０１７年度の主な施策

国土交通省の支援を受けて、大黒茶屋が道の駅「銀の
馬車道・神河」として整備
● 休憩コーナーは、神河「田舎暮らし」が体験できる四
　季折々のイベントや特産品などの情報を提供
● 「銀の馬車道」沿線や町内の自然を活かした観光名　  
　所の案内
● アンテナショップを設け、地元住民が主体となって地   
　元特産品などを販売
１１月末完成をめざし整備（総事業費は約１億４千万円）

『道の駅』に生まれ変わる

コンビ二で住民票などの受取や町税、上下水道使用料
などの振込が可能に
平成３０年度からの導入をめざす（事業費は約４千万円）

窓口サービスが便利に！

平成３１年９月全面オープンをめざして２９年度
から着手、新しい北館は４階建て（一部５階）で、
本体工事費は２８億円
現在、南館３階にある地域包括ケア病棟を中館３
階に移転して自立に向けての介助や指導を行う
病棟に改修

病院北館改築工事に着手

生ごみ減量対策に、家庭用生ごみ処理機を購入
された方に補助金を（事業費は約３百万円）
電気式の場合、購入費の１／２を（上限３５千円）
釣鐘式の場合、購入費の１／２を（上限３千円）

生ごみ減量に助成

平成２９年度から２年かけて、神崎エリアも同軸ケーブ
ルから光ファイバーに
神河町も４Ｋ・８Ｋ対応の高速ブロードバンド時代に

（総事業費は約７億２千万円）

全町  光ファイバー化！

●  新規創業や循環型農業への取り組み、新しいブランドの発掘などへの支援
●  地域の魅力を高めて、交流から定住へつなげられる支援
●  安心して子育てできる環境づくりへの支援
●  住んでよかった、生まれてよかったと感じられる町づくり
  （総事業費は約１億４千万円）

４本の矢で地域創生

今年度は、センターハウス（９００㎡）と第１リフト（３人乗り）
を整備、１１月末完成に向け工事を急ぐ
総事業費は約１０億７千万円となる見込み

峰山高原スキー場、１２月オープン
　　　　　名称は『峰山高原リゾート』！

ソフトバンクの「社会貢献プログラム」事業の認
定を受け、２７台が無償提供
各学校で３年間、人型ロボットを使ったプログラ
ミング教育を支援

全小中学校に
　 人型ロボット『ペッパー』が登場
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Ｑ　

個
人
町
民
税
が
増
え
、

　
　

法
人
町
民
税
は
減
っ
て

い
る
が
。

Ａ　

個
人
町
民
税
増
は
各
企

　
　

業
の
給
与
増
額
の
効
果

が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

法
人
町
民
税
は
投
資
額
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
減

額
を
見
込
ん
で
い
る
。

歳
出

Ｑ　

嘱
託
・
臨
時
職
員
が
非

　
　

常
に
多
い
。
正
職
員
と

同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
方
も

お
ら
れ
る
。
雇
用
形
態
の
見

直
し
の
考
え
は
。

Ａ　

嘱
託
職
員
は
１
年
、
臨

　
　

時
職
員
は
半
年
で
の
更

新
を
基
本
と
し
て
い
る
。
雇

用
形
態
の
見
直
し
は
難
し
い
。
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A Q

平
成
29
年
度
予
算
審
査

主
な
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
移
住

　
　

支
援
で
保
育
と
仕
事
の

両
立
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ　

意
見
交
換
会
で
も
そ
の

　
　

課
題
が
で
て
い
る
。
今

後
、
庁
内
で
調
整
し
具
体
的

な
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

長
谷
駅
の
利
用
促
進
に

　
　

通
勤
通
学
支
援
を
し
て

い
る
が
、
全
便
停
車
の
目
安

と
な
る
利
用
人
数
は
あ
る
の

か
。

Ａ　

具
体
的
に
は
示
さ
れ
て

　
　

い
な
い
が
50
人
程
度
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　

利
用
促
進
が
見
え
て
こ

な
い
。

Ａ　

現
在
、
積
極
的
な
取
組

　
　

が
で
き
て
い
な
い
。
課

内
で
再
度
検
討
し
、
利
用
客

を
増
や
す
方
向
を
見
出
し
て

い
く
。

Ｑ　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

　
　

の
購
入
補
助
金
と
し
て

１
０
０
台
分
あ
が
っ
て
い
る

が
。

Ａ　

そ
れ
以
上
の
需
要
が
あ

　
　

れ
ば
、
補
正
で
対
応
し

住
民
の
ご
希
望
に
沿
い
た
い
。

Ｑ　

今
後
は
融
雪
剤
の
使
用

　
　

量
も
増
え
て
い
く
。
水

質
検
査
箇
所
を
増
や
す
考
え

は
あ
る
の
か
。

Ａ　

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

こ
っ
と
ん
亭
の
加
工
実

　
　

習
室
を
改
修
し
売
場
を

拡
張
す
る
が
、
農
林
水
産
省

か
ら
の
補
助
金
で
建
設
し
て

い
る
。
補
助
金
返
還
の
問
題

は
生
じ
な
い
の
か
。

Ａ　

農
産
物
、
特
産
品
を
販

　
　

売
す
る
こ
と
。
加
工
実

習
室
は
全
部
つ
ぶ
さ
な
い
こ

と
か
ら
補
助
金
返
還
は
し
な

く
て
も
よ
い
。

Ｑ　

犬
見
・
小
田
原
・
越
知

　
　

の
３
河
川
が
あ
り
、
昔

は
賑
わ
っ
て
い
た
。
行
政
も

水
産
業
振
興
に
力
を
入
れ
る

べ
き
。

Ａ　

た
だ
補
助
金
を
出
す
の

　
　

で
は
な
く
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ　

寺
前
駅
裏
の
ス
キ
ー
場

　
　

臨
時
駐
車
場
は
、
砥
峰

高
原
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
通
年

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
。

Ａ　

非
常
に
貴
重
な
意
見
で

　
　

あ
る
。
今
後
検
討
し
て

い
く
。

Ｑ　

柏
尾
住
宅
の
建
て
替
え

　
　

に
合
わ
せ
て
公
園
も
建

設
す
る
の
か
。

Ａ　

現
在
の
と
こ
ろ
公
園
は

　
　

考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

全
小
学
生
を
対
象
に
峰

　
　

山
高
原
ス
キ
ー
場
で
の

実
習
を
行
わ
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
中
学
生
も
対
象
に
す

べ
き
。

Ａ　

ス
キ
ー
場
の
Ｐ
Ｒ
に
と

　
　

っ
て
も
有
意
義
な
話
だ
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　

ト
（
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
）

事
業
の
概
要
は
。
リ
ラ
ク
シ

ア
は
数
年
前
に
室
外
機
を
替

え
て
い
る
の
で
は
。

Ａ　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

　
　

量
の
大
き
い
施
設
に
つ

い
て
申
請
し
採
択
さ
れ
た
。

　

室
外
機
を
替
え
た
客
室
は

対
象
外
で
、
ロ
ビ
ー
等
の
集

中
方
式
分
を
改
修
す
る
。

Ｑ　

越
知
谷
名
水
街
道
の
予

　
　

算
が
見
え
て
こ
な
い
。

Ａ　

ソ
フ
ト
事
業
は
マ
ラ
ニ

　
　

ッ
ク
な
ど
を
予
算
化
し

て
い
る
。
ハ
ー
ド
事
業
は
作

畑
新
田
線
の
道
路
改
良
、
新

田
ふ
る
さ
と
村
の
施
設
等
を

予
算
化
し
、
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

歳
　
出

歳
　
入
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A

Q

A QA QA Q
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予
算
総
額
を
２
億
７
２
０

万
２
千
円
減
額
し
、
９
５
億

３
２
３
万
６
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

増
減
の
大
き
な
も
の
は
、

峰
山
高
原
ス
キ
ー
場
の
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
の
整
備
費
が
約

３
億
円
の
増
、
橋
梁
の
補
修

工
事
費
等
が
約
２
億
円
の
減

で
す
。

　

ま
た
、
28
年
度
中
に
完
了

し
な
い
事
業
は
、
29
年
度
に

繰
り
越
し
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、
ス
キ
ー
場

整
備
事
業
関
係
の
約
８
億
６

４
０
万
円
、
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
の
６
１

６
５
万
円
で
す
。

　

借
入
金
総
額
は
、
１
億
２

８
４
０
万
円
減
額
し
、
約
１

８
億
５
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
費
増
の

　
　
　

 

主
た
る
理
由
は
？

　

ス
キ
ー
場
整
備
事
業
費
が
、

当
初
８
億
４
千
万
円
か
ら
１
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一
般
会
計
補
正
予
算
７
号

藤
森　

正
晴

反
対
討
論

藤
原　

資
広

反
対
討
論

藤
原　

資
広

反
対
討
論

　

検
査
は
適
正
に
、

　
　

支
援
策
は
よ
り
広
く

　

最
初
に
、
ス
キ
ー
場
整
備

の
最
終
的
な
検
査
を
マ
ッ
ク

ア
ー
ス
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

関
連
業
者
に
発
注
す
る
こ
と

を
前
提
に
予
算
化
さ
れ
て
い

る
点
に
あ
る
。

　

町
の
最
終
的
な
完
了
検
査

は
、
こ
の
事
業
に
全
く
関
係

の
な
い
業
者
・
機
関
で
適
正

に
検
査
を
実
施
す
べ
き
だ
。

　

次
に
、
若
者
世
帯
へ
の
支

援
策
が
、
町
内
製
材
所
か
ら

木
材
を
購
入
し
た
若
者
世
帯

と
な
っ
て
い
る
が
、
恩
恵
を

受
け
る
業
者
が
特
定
さ
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
支
援
制
度
は

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、
よ
り
多
く
の
町

民
・
森
林
所
有
者
等
に
そ
の

恩
恵
が
享
受
さ
れ
る
施
策
を

選
択
し
て
展
開
す
べ
き
だ
。

  

地
域
の
魅
力
を

　

  

活
か
し
た
町
づ
く
り
を

　

地
域
創
生
実
行
２
年
目
を

迎
え
て
の
予
算
編
成
。
自
然

や
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た

神
河
町
独
自
の
町
づ
く
り
が

見
え
て
こ
な
い
。
12
月
オ
ー

プ
ン
の
ス
キ
ー
場
に
お
い
て

も
、
町
内
の
観
光
施
設
等
の

経
済
効
果
は
期
待
で
き
る
の

か
。

　

ま
た
、
観
光
予
算
に
お
い

て
も
、
３
つ
の
エ
リ
ア
の
内

「
大
河
内
高
原
エ
リ
ア
」
と

「
銀
の
馬
車
道
エ
リ
ア
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、「
越
知
川
名
水
街

道
エ
リ
ア
」
に
は
何
の
予
算

も
な
い
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
、

公
平
・
公
正
の
面
に
お
い
て

も
問
題
が
あ
る
。
ハ
ー
ド
事

業
、
ソ
フ
ト
事
業
に
関
わ
ら

ず
、
い
く
ら
使
う
、
い
く
ら

節
約
す
る
で
は
な
く
、
予
算

計
上
は
す
べ
き
で
あ
る
。
な

ぜ
か
大
河
内
高
原
エ
リ
ア
の

予
算
が
大
き
く
見
え
て
な
ら

な
い
。

０
億
７
千
万
円
に
増
え
た
主

な
理
由
が
、
本
当
に
県
の
指

導
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

の
坪
当
た
り
単
価
が
約
１
０

０
万
円
と
、
あ
ま
り
に
も
高

す
ぎ
る
と
疑
問
を
抱
く
か
ら

で
す
。

　

県
の
指
導
は
、
ス
キ
ー
場

建
設
は
開
発
行
為
に
当
た
る

の
で
調
整
池
機
能
を
持
た
せ

る
こ
と
、
建
物
の
外
観
が
周

辺
の
景
観
を
壊
さ
な
い
よ
う

な
資
材
に
変
更
す
る
こ
と
。

　

ま
た
地
質
調
査
の
結
果
、

建
物
下
の
地
盤
が
軟
弱
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
建
物
の
工
事
費

は
、
当
初
は
約
２
億
４
千
万

円
、
変
更
後
が
約
３
億
円
で

あ
る
。
当
初
と
変
更
後
の
事

業
費
か
ら
県
の
指
導
に
よ
る

増
額
分
そ
れ
ぞ
れ
約
３
～

４
千
万
円
程
度
差
し
引
け
ば
、

建
物
以
外
で
約
１
億
３
～

４
千
万
円
増
加
し
た
こ
と
に

な
り
、
主
た
る
理
由
が
建
物

以
外
の
工
事
に
な
る
の
で
は
。

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム（
同
報
系
）整
備

工
事
請
負
契
約
締
結
事
項

の
変
更

　

防
災
行
政
無
線
の
工
事
費

を
出
来
形
に
応
じ
て
変
更
す

る
も
の
で
、
１
２
０
２
万
４

７
２
０
円
減
じ
、
５
億
２
９

１
万
９
２
８
０
円
と
す
る
。

峰
山
高
原
ス
キ
ー
場
造
成

工
事
請
負
契
約
締
結
事
項

の
変
更

　

暗
渠
排
水
路
の
延
長
・
盛

土
の
増
、
伐
採
木
を
チ
ッ
プ

材
に
す
る
経
費
の
増
な
ど
に

よ
り
、
７
６
３
万
２
３
６
０

円
増
額
し
、
６
３
０
２
万
９

８
８
０
円
と
す
る
。

行
政
手
続
き
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

情
報
通
信
技
術
を
利
用
し

て
、
コ
ン
ビ
ニ
等
か
ら
で
も

町
に
申
請
、
届
出
が
で
き
る

よ
う
に
条
例
を
定
め
る
も
の

で
す
。

契
約
締
結
事
項
の
変
更

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
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　地方創生が我が国の将来にとって重要な政治課題となり、その実現に向け大きな責任を
有する地方議会の果たすべき役割は、格段に重くなっている。
　こうした要請に応えるため、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶとともに、より積極
的な活動が求められている。
　しかしながら、一昨年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候補者
が減少し、無投票当選者の割合が高くなるなど、住民の関心の低下や地方議会議員のな
り手不足が大きな問題となっている。
　こうした中、選挙権年齢の引き下げに伴い、若者に対して政治への関心を高めるための
啓発活動の充実強化を図るとともに、地方議会議員の社会保障、とりわけ年金制度を充実
させることが、議員を志す新たな人材の確保につながっていくと考える。
　よって、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、国民世論に
も十分配慮しつつ、地方議会議員の厚生年金制度加入のための法整備を早急に実現する
よう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　平成２９年３月２４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        兵庫県神河町議会

※特別職と同様に期末手当が0.1ヶ月引き上げになります。

議 

員 

発 

議

商
工
業
振
興
基
本
条
例
の

制
定

　

町
内
の
小
規
模
企
業
者
・

中
小
企
業
は
、
地
域
社
会
の

発
展
、
住
民
生
活
の
向
上
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
企
業
者
の
振
興
を

図
る
た
め
の
基
本
方
針
・
施

策
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

議
員
の
報
酬
月
額
を
特
別

職
等
報
酬
審
議
会
の
答
申
を

受
け
て
、
29
年
４
月
１
日
か

ら
改
定
す
る
も
の
で
す
。

す
新
た
な
人
材
確
保
の
た

め
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
の
加
入
の
た
め
の

法
整
備
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

若
い
人
材
確
保
は
必
要

　

去
年
「
地
方
議
員
へ
の
年

金
・
医
療
保
険
の
適
用
に
関

す
る
新
制
度
案
」
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
案
は
、
現
状
の
厚
生

年
金
、
医
療
保
険
（
健
康
保

険
）
制
度
に
、
議
員
も
厚
生

年
金
は
70
歳
ま
で
、
医
療
保

険
は
75
歳
ま
で
加
入
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
勤

務
先
で
厚
生
年
金
等
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
除
く
。

　

こ
の
制
度
に
加
入
す
る

と
、
試
算
で
は
議
員
１
人
あ

た
り
年
間
、
厚
生
年
金
が
約

35
万
円
、
医
療
保
険
が
約
20

万
円
必
要
で
、
財
政
負
担
に

な
る
の
は
承
知
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
幅
広
い
年
齢
階

層
の
議
員
が
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
、
若
い
人
材
の

確
保
を
促
し
て
い
く
た
め
に

も
新
制
度
は
必
要
で
あ
る
。

  

人
材
確
保
の
下
地
づ
く
り

　

神
河
町
で
も
志
を
持
っ
て

地
元
、
神
河
町
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
若

者
は
た
く
さ
ん
い
る
。

　

若
者
た
ち
と
議
員
に
つ
い

て
語
り
合
う
場
で
良
く
聞
か

れ
る
の
が
「
議
員
で
生
活
で

き
る
の
か
？
」「
仕
事
は
ど

う
し
て
る
の
か
？
」
と
い
っ

た
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

　

議
員
報
酬
の
額
、
国
民
健

康
保
険
や
国
民
年
金
で
あ
る

こ
と
、
議
会
・
委
員
会
活
動

等
で
年
間
１
０
０
日
か
ら
の

出
席
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

説
明
す
る
と
、
ほ
ぼ
議
員
に

な
る
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
わ

れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
に

加
入
す
れ
ば
町
費
の
持
ち
出

し
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
批

判
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
神
河
町
の
未
来

の
た
め
に
も
有
能
な
若
者
た

ち
が
議
員
を
め
ざ
す
下
地
を

作
る
の
は
、
今
の
我
々
現
役

議
員
の
責
務
で
は
な
い
の
か
。

三
谷　

克
巳

賛
成
討
論

小
寺　

俊
輔

賛
成
討
論

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書

　

議
員
活
動
に
専
念
し
、
幅

広
い
政
治
参
加
や
議
員
を
志

役　　職

議　長

副議長

常任委員長
議会運営委員長

議　員

315,000円

235,000円

225,000円

220,000円

335,000円

245,000円

230,000円

225,000円

改正前の額 改正後の額

意   見   書



神河町議会だより　50号7

神河町下水道施設統廃合計画

※中村区の一部を大山に

※粟賀区・中村区の残りは
　福本へ

統合前 統合後

①大山処理区

②根宇野・山田処理区

③神崎第一処理区

④福本処理区

⑤粟賀南部処理区

・ 吉冨区・杉区・大山区・猪篠区

・ 根宇野区・山田区

・ 中村区

・ 粟賀区

・ 福本区

・ 貝野区・しんこうタウン区・寺野区
・ 柏尾区・加納区・東柏尾区

⑥大河内処理区

⑦南小田処理区

⑧上小田処理区

⑨本村処理区

⑩大川原処理区

⑪川上処理区

⑫栗処理区

・ 新野区 ・ 野村区 ・ 比延区 ・ 寺前区
・ 鍛治区 ・ 大河区 ・ 上岩区
・ 高朝田区 ・ 宮野区

・ 南小田区 
 
・ 上小田区 
 
・ 本村区 
 
・ 大川原区 
 
・ 川上区 
 
・ 栗区 

①大山浄化センターに統合

②粟賀南部浄化センター ・
③福本処理場に統合

Ｈ34　神崎第一処理場廃止予定

H37　神崎コミプラ廃止予定

④大河内浄化センターに統合

⑤本村処理場に統合

⑥川上処理場

⑦栗処理場

H30　南小田処理場廃止予定

H31　上小田処理場廃止予定

H37　大川原処理場廃止予定

旧神崎処理区については、 福本処理
場を経由して粟賀南部浄化センター
へ送水

第
76
回
臨
時
会

下
水
道
施
設
統
廃
合
計
画

策
定

　

汚
水
処
理
施
設
の
余
剰
能

力
を
活
用
し
た
処
理
区
の
統

廃
合
を
行
い
、
処
理
の
効
率

化
及
び
維
持
管
理
費
の
低
減

を
図
る
も
の
で
す
。

※
関
係
区
と
は
慎
重
に
協
議

を
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
と

の
こ
と
で
す
。

公
立
神
崎
総
合
病
院
改
革

プ
ラ
ン
策
定

　

へ
き
地
医
療
・
不
採
算
医

療
や
高
度
・
先
進
医
療
等
を

提
供
す
る
持
続
可
能
な
病
院

経
営
を
め
ざ
す
た
め
に
策
定

す
る
も
の
で
す
。

第
２
期
健
康
増
進
計
画
・

食
育
推
進
計
画
策
定

　

健
康
増
進
法
・
食
育
基
本

法･

自
殺
対
策
基
本
法
に
基

づ
く
町
と
し
て
の
計
画
で
あ

り
、
母
子
保
健
計
画
も
含
ん

だ
も
の
で
す
。

１
月
27
日
開
催

一
般
会
計
補
正
予
算
６
号

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄

付
金
の
増
に
よ
る
補
正
で
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０

６
万
７
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

懲
戒
処
分
関
連

　

12
月
定
例
会
で
峰
山
高
原

ス
キ
ー
場
に
関
す
る
答
弁
に

虚
偽
が
あ
り
、
そ
の
管
理
責

任
を
理
由
と
し
た
減
給
の
条

例
改
正
で
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
長
は
２
月
か
ら
２
ヶ
月

間
の
給
料
を
１
割
減
額
し
、

副
町
長
は
２
月
の
給
料
を
１

割
減
額
す
る
も
の
で
す
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

教
育
長
の
２
月
の
給
料
を

１
割
減
額
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
５  

反
対
５  

否
決
）

※
可
否
同
数
と
な
っ
た
た
め
、

議
長
採
決
に
よ
り
、
否
決
。

承
　
認
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◆全員賛成で可決・承認した議案等◆  
議案番号
第 １ 号
第 ３ 号

件   　　名
神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件神河町商工業振興基本条例制定の件
平成２８年度神河町一般会計補正予算（第６号）

議案番号
第 ４ 号
第 ６ 号
第 ７ 号
第 ８ 号
第 １０ 号
第 １１ 号
第 １２ 号
第 １３ 号
第 １４ 号
第 １５ 号
第 １６ 号
第 １７ 号
第 １８ 号
第 １９ 号
第 ２０ 号
第 ２２ 号
第 ２３ 号
第 ２４ 号
第 ２５ 号
第 ２６ 号
第 ２７ 号
第 ２８ 号
第 ３０ 号
第 ３１ 号
第 ３２ 号
第 ３３ 号
第 ３４ 号
第 ３５ 号
第 ３６ 号
第 ３７ 号
第 ３８ 号
第 ３９ 号
第 ４０ 号
第 ４１ 号
第 ４２ 号
承認第３号

件   　　名
神河町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例制定の件
神河町商工業振興基本条例制定の件      
神河町個人情報保護条例の一部を改正する条例制定の件     
神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び神河町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定の件
神河町特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件 
神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件
神河町税条例等の一部を改正する条例制定の件      
神河町手数料条例の一部を改正する条例制定の件     
神河町福祉医療費助成条例等の一部を改正する条例制定   
神河町介護保険条例の一部を改正する条例制定の件  
神河町し尿くみ取り手数料の徴収に関する条例の一部を改正する条例制定の件  
神河町営住宅設置条例等の一部を改正する条例制定の件
神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件
神崎郡介護認定審査会規約の一部変更の件
神河町峰山高原スキー場造成工事請負契約締結事項の変更の件 
平成２８年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 
平成２８年度神河町介護保険事業特別会計補正予算(第４号）
平成２８年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）
平成２８年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第２号）
平成２８年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算　（第２号）
平成２８年度神河町水道事業会計補正予算（第４号）
平成２８年度神河町下水道事業会計補正予算（第４号）
平成２９年度神河町介護療育支援事業特別会計予算
平成２９年度神河町国民健康保険事業特別会計予算
平成２９年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算
平成２９年度神河町介護保険事業特別会計予算      
平成２９年度神河町土地開発事業特別会計予算      
平成２９年度神河町訪問看護事業特別会計予算      
平成２９年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算
平成２９年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算
平成２９年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算
平成２９年度神河町水道事業会計予算      
平成２９年度神河町下水道事業会計予算　      
平成２９年度公立神崎総合病院事業会計予算　      
神河町デジタル防災行政無線システム（同報系）整備工事請負契約締結事項の変更の件
神河町第２期健康増進計画・食育推進計画の策定の件

◆全員賛成で可決・承認した議案等◆

議案等の審議結果

○は賛成、×は反対です。１２番、議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

発議番号 件　　名

発議第１号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

賛 

成
反 

対

議
決
結
果

9 2 可決 －×○○○○○○○○○×

121110987654321
安 

部

 

納
小 

林
三 

谷
松 

山
小 

寺
藤 

森
藤
原
資

宮 

永
山 

下
藤
原
日

藤
原
裕

◆賛否の分かれた議案等◆

議案番号 件　　名

第  ９  号

第 ２１ 号
第 ２９ 号
承認第１号
承認第２号

平成28年度神河町一般会計補正予算（第７号）
平成29年度神河町一般会計予算
神河町下水道施設統廃合計画の策定の件
公立神崎総合病院改革プランの策定の件

賛 

成
反 

対

議
決
結
果

8 3 可決 －×○○○○○○○×○×

10 1 可決 －○○○○○○×○○○○
9 2 可決 －○○○○○××○○○○
10 1 可決 －○○○○○○○×○○○
10 1 可決 －○○○○○○○×○○○

121110987654321
安 

部

 

納
小 

林
三 

谷
松 

山
小 

寺
藤 

森
藤
原
資

宮 

永
山 

下
藤
原
日

藤
原
裕

神河町議会議員の議員報酬、費用弁償及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例制定の件

◆全員賛成で可決・承認した議案等◆

可否同数となったため、議長採決により否決されました。

◆賛否の分かれた議案等◆　可否同数

発議番号 件　　名

第  ２  号 旧神河町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
条例の一部を改正する条例制定の件

賛 

成
反 

対

議
決
結
果

5 5 否決 －○○×××××○○欠○

121110987654321
安 

部

 

納
小 

林
三 

谷
松 

山
小 

寺
藤 

森
藤
原
資

宮 

永
山 

下
藤
原
日

藤
原
裕

第76回臨時会

第77回定例会
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長
谷
幼
稚
園
・
小
学
校
の

統
廃
合
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
総
会

で
一
定
の
方
向
性
が
出
さ
れ
、

今
後
、
地
域
と
調
整
を
進
め

て
い
く
。

Ｑ　

幼
保
一
体
の
検
討
状
況

　
　

は
ど
う
か
。　
　
　
　

Ａ　

神
河
町
は
、
保
育
所
は

　
　

私
立
、
幼
稚
園
は
公
立

の
た
め
、
職
員
の
配
置
等
を

含
め
課
題
が
あ
る
。
就
学
前

の
保
育
・
教
育
に
つ
い
て
、

良
い
方
向
を
考
え
て
い
く
。

　

２
月
10
日
に
事
務
執
行
状

況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
22
日
に
給
食

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、衛
生
・

安
全
面
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

公
設
民
営
の
方
針
の
も
と
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業
者

選
定
を
進
め
、
１
月
10
日
に

内
部
審
査
を
終
え
、
契
約
候

補
者
を
決
定
し
た
。

　

内
容
は
、
神
崎
エ
リ
ア
光

フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
と
、
全
町

光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
に
伴
う
放

送
系
機
器
更
新
に
係
る
も
の

で
、
３
社
か
ら
提
案
を
受
け

て
、
契
約
候
補
者
と
し
て
富

士
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
を
選
定
し
た
。

Ｑ　

３
社
の
提
案
内
容
を
資

　
　

料
と
し
て
な
ぜ
提
出
し

な
い
の
か
。

　

４
月
に
は
入
札
し
、
議
会

承
認
と
あ
る
が
、
多
額
な
金

額
が
必
要
な
大
事
業
で
あ
る
。

審
査
の
経
緯
な
ど
詳
し
い
説

明
が
必
要
だ
。

Ａ　

現
在
、
検
討
委
員
会
で

　
　

の
決
定
事
項
と
い
う
こ

と
で
、
本
日
提
出
し
て
い
な

い
。
次
の
機
会
に
資
料
に
基

づ
き
説
明
し
た
い
。

①
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
（
危

　

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に

　

つ
い
て

②
神
河
町
行
財
政
改
革
実
施

　

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

　

け
た
。

Ｑ　

カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ

　
　

ン
ト
事
業
で
、
本
庁
舎
、

中
央
公
民
館
の
ほ
か
に
、
リ

ラ
ク
シ
ア
、
ヨ
ー
デ
ル
の
森
、

神
崎
フ
ー
ド
と
あ
る
が
、
い

つ
変
更
に
な
っ
た
の
か
。

Ａ　

Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
が
高

　
　

い
と
い
う
こ
と
で
、
５

施
設
を
申
請
し
た
。
29
年
度

よ
り
３
年
間
で
事
業
を
実
施

す
る
。

Ｑ　

リ
ラ
ク
シ
ア
、
ヨ
ー
デ

　
　

ル
の
森
は
、
最
近
、
空

調
設
備
を
更
新
し
て
い
る
が
。

Ａ　

リ
ラ
ク
シ
ア
は
、
空
冷

　
　

部
分
の
設
備
を
シ
ス
テ

ム
ご
と
新
し
い
省
エ
ネ
タ
イ

プ
の
も
の
に
し
ま
す
。

　

ヨ
ー
デ
ル
の
森
は
、
26
年

度
あ
た
り
か
ら
棟
ご
と
に
実

施
し
て
い
る
。
29
年
度
が
最

後
に
な
る
。

①
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
移
住
支

　

援
事
業
に
つ
い
て

②
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

事
業
に
つ
い
て

③
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

　

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
の

　

3
つ
に
つ
い
て
事
業
等
の

　

説
明
を
受
け
た
。

　
Ｑ　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
移
住

　
　

支
援
事
業
の
移
住
体
験

は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
は

町
の
中
心
部
が
よ
い
の
で
は
。

Ａ　

今
回
は
適
当
な
空
家
が

　
　

な
く
、
畑
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
利
用
し
た
。
来
ら
れ

た
方
に
は
町
を
十
分
案
内
し
、

移
住
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努

め
た
い
。

Ｑ　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
計
画
に
資

　
　

料
館
・
歴
史
館
が
あ
る
。

　

道
の
駅
の
計
画
に
も
資
料

館
的
な
も
の
が
あ
る
が
、
ど

う
調
整
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
資
料
館

　
　

は
、
銀
の
馬
車
道
交
流

館
に
あ
る
も
の
、
教
育
委
員

会
が
管
理
し
て
い
る
民
具
類
。

　

道
の
駅
に
は
マ
カ
ダ
ム
式

馬
車
道
の
レ
プ
リ
カ
の
よ
う

な
も
の
を
整
備
す
る
と
聞
い

て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
、
今
後
調
整
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

現
金
等
管
理
状
況
、
出
納

管
理
状
況
は
、
適
切
に
管
理

さ
れ
て
い
る
。　

　　
Ｑ　

国
民
健
康
保
険
税
の
収

　
　

納
状
況
が
悪
い
が
状
況

は
。　
　
　
　
　

Ａ　

中
間
層
の
負
担
が
重
く

　
　

な
っ
て
い
る
。
分
納
方

法
も
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

新
た
な
取
組
も
行
い
た
い
。

教
育
課

総
務
課

会
計
課

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い
課

税
務
課

情
報
セ
ン
タ
ー

A Q

A Q

A QA Q

A QA Q

A Q

マカダム式舗装複製品

活
動

委
員
会
の

総　

務　

文　

教
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新
病
院
長
に
宮
原
副
院
長

　

４
月
か
ら
宮
原
新
院
長
の

就
任
に
伴
い
、
打
村
院
長
は

名
誉
院
長
と
し
て
引
き
続
き

整
形
外
科
の
診
療
を
し
て
い

た
だ
く
予
定
。

Ｑ　

産
婦
人
科
の
岩
﨑
副
院

　
　

長
が
29
年
度
末
で
定
年

さ
れ
る
が
。

Ａ　

定
年
後
も
平
日
の
半
日

　
　

勤
務
で
、
妊
婦
健
診
、

婦
人
科
の
診
察
と
手
術
は
継

続
し
て
い
く
予
定
。
分
娩
は

聖
マ
リ
ア
病
院
等
と
連
携
し

て
い
く
。

Ｑ　

改
革
プ
ラ
ン
に
「
経
営

　
　

の
効
率
化
」
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
。

Ａ　

報
酬
単
価
加
算
の
た
め

　
　

の
施
設
基
準
を
満
た
す

こ
と
で
収
益
ア
ッ
プ
を
図
り
、

宍
粟
病
院
と
の
連
携
で
（
薬

品
の
共
同
購
入
等
）
支
出
削

減
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

４
月
か
ら
透
析
患
者
の

　
　

送
迎
が
始
ま
る
と
の
こ

と
だ
が
、
経
営
の
効
率
化
と

の
兼
ね
合
い
は
。

Ａ　

透
析
患
者
会
か
ら
の
強

　
　

い
要
望
が
出
て
い
た
。

  

送
迎
付
き
病
院
へ
の
転
院

の
引
き
止
め
効
果
に
も
な
る
。

 

ミ
ニ
デ
イ
の
町
外
見
学
が
可
能

Ｑ　

ミ
ニ
デ
イ
の
マ
イ
ク
ロ

　
　

バ
ス
利
用
範
囲
の
拡
大

は
。

Ａ　

担
当
課
職
員
の
添
乗
を

　
　

条
件
に
郡
内
と
隣
接
市

町
ま
で
可
能
に
す
る
。

Ｑ　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

　
　

通
報
先
が
消
防
署
か
ら

大
阪
ガ
ス
に
変
わ
る
が
、
近

隣
協
力
者
は
。

Ａ　

従
来
ど
お
り
、
協
力
者

　
　

の
登
録
は
必
要
。
民
生

委
員
を
通
じ
て
届
出
を
。

Ｑ　

４
月
か
ら
、
要
支
援
１

　
　

・
２
の
方
の
通
所
・
訪

問
介
護
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

Ａ　

当
町
は
、
今
の
と
こ
ろ

　
　

サ
ー
ビ
ス
環
境
も
利
用

料
も
現
行
ど
お
り
。

　 

ご
み
処
理
計
画
検
討
に

 

福
崎
町
も
参
画

　

12
月
６
日
付
で
、
福
崎
町

よ
り
「
次
期
ご
み
処
理
計
画

検
討
委
員
会
」
に
参
画
し
た

い
と
の
申
し
出
で
あ
り
。
当

委
員
会
と
し
て
「
検
討
委
員

会
へ
の
参
画
に
つ
い
て
は
異

議
な
し
」
と
し
た
。

　

中
播
北
部
事
務
組
合
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
協
議

に
よ
り
、
負
担
金
は
持
込
ご

み
を
含
め
た
投
入
量
割
に
。

Ｑ　

コ
ン
ポ
ス
ト
半
額
助
成

　
　

の
計
画
が
あ
る
が
、
生

ご
み
の
減
量
化
は
市
川
町
も

足
並
み
揃
え
て
取
組
む
べ
き

で
は
。

Ａ　

ご
み
処
理
検
討
委
員
会

　
　
（
２
町
で
月
一
回
開
催
）

で
要
請
し
て
い
く
。

Ｑ　

新
野
駅
前
団
地
の
住
民

　
　

か
ら
公
園
設
置
の
要
望

が
出
て
い
た
の
で
は
。

Ａ　

遊
具
設
置
補
助
要
綱
を

　
　

利
用
し
て
、
野
村
区
の

既
存
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
協
議
済
み
。

公
立
神
崎
総
合
病
院

健
康
福
祉
課

住
民
生
活
課

民　

生　

福　

祉

産　

業　

建　

設

　

２
月
6
日
開
催

A QA Q

A QA QA Q

A

Q

A Q

A Q

建
設
課

 

交
通
規
制
の
周
知
を

Ｑ　

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

　
　

際
に
水
走
り
中
河
原
線

の
交
通
規
制
の
周
知
は
で
き

て
い
た
の
か
。

Ａ　

対
応
で
き
て
い
な
か
っ

　
　

た
。
御
迷
惑
を
お
か
け

し
申
し
訳
な
か
っ
た
。

 

未
発
注
は
な
ぜ

Ｑ　

橋
梁
長
寿
命
化
工
事
を

　
　

発
注
し
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。
業
者
に
と
っ
て
残

念
な
結
果
で
あ
る
と
思
う
。

Ａ　

吉
冨
区
内
の
久
後
橋
を

　
　

予
定
し
て
い
た
が
出
穂

期
と
重
な
り
繰
越
と
な
っ
た
。

 

除
雪
対
応
に
大
喝

Ｑ　

天
気
予
報
の
大
雪
情
報

　
　

に
も
関
わ
ら
ず
対
応
が

悪
す
ぎ
る
。

Ａ　

委
託
に
出
し
て
い
る
が

　
　

除
雪
車
の
故
障
や
経
験

の
な
い
大
雪
の
た
め
対
応
が

遅
れ
た
。

A QA QA Q

団地に隣接する広場（既存施設）

木製
コンポスト

釣鐘
コンポスト

　

２
月
8
日
開
催
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Ｑ　

委
託
業
者
任
せ
で
現
地

　
　

で
の
指
示
や
努
力
が
足

り
な
い
。

Ａ　

管
理
職
を
中
心
に
現
場

　
　

へ
行
っ
た
。
幹
線
を
主

に
対
応
し
た
た
め
支
線
の
除

雪
が
遅
れ
た
。

Ｑ　

建
設
業
協
会
と
連
携
し

　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
べ

き
で
は
。

Ａ　

災
害
協
定
は
結
ん
で
い

　
　

る
が
、
除
雪
に
つ
い
て

も
十
分
検
討
し
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
て
い
く
。

 

下
水
道
の
統
廃
合
計
画

Ｑ　

上
流
部
は
管
が
細
い
が

　
　

つ
な
ぎ
込
み
は
管
径
も

考
慮
し
て
あ
る
の
か
。

Ａ　

一
部
入
れ
替
え
も
あ
る

　
　

が
流
量
計
算
し
て
い
る
。

Ｑ　

廃
止
と
な
る
施
設
は
ど

　
　

う
す
る
の
か
。

Ａ　

地
下
部
分
は
一
時
的
な

　
　

貯
留
槽
と
し
て
利
用
し
、

上
部
建
物
は
防
災
施
設
に
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ　

ヨ
ー
デ
ル
の
森
と
の
統

　
　

合
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　

議
会
で
十
分
審
議
し
て

　
　

の
判
断
と
な
る
が
地
元

に
も
十
分
了
解
を
得
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

上
水
道
の
統
廃
合
計
画

Ｑ　

経
費
削
減
に
な
る
の
か
。

Ａ　

削
減
に
は
な
ら
な
い
が
、

　
　

国
の
方
針
に
沿
っ
て
の

計
画
で
、
今
後
の
補
助
金
の

動
向
を
見
越
し
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　

事
業
は
計
画
ど
お
り
順
調

に
進
捗
し
て
い
る
。

《
地
域
振
興
係
》

 

若
者
世
帯
向
け
住
宅
補
助
の

 

拡
充

Ｑ　

町
内
製
材
業
者
を
利
用

　
　

す
れ
ば
補
助
金
40
万
円

の
加
算
が
あ
る
が
、
木
材
は

産
地
指
定
す
る
の
か
。

Ａ　

乾
燥
が
必
要
な
の
で
難

　
　

し
い
点
が
あ
る
が
、
町

産
材
を
最
優
先
し
、
最
悪
で

も
県
産
材
を
使
用
し
て
い
く
。

 

企
業
誘
致
は

Ｑ　

受
入
体
制
が
進
ん
で
い

　
　

な
い
が
。

Ａ　

相
談
は
い
ろ
い
ろ
と
あ

　
　

る
が
、
進
入
路
等
の
課

題
が
あ
る
。

《
商
工
観
光
係
》

 

指
定
管
理
者
の
移
行

Ｑ　

指
定
管
理
者
が
替
わ
る

　
　

施
設
の
移
行
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ　

現
在
、
用
品
と
か
在
庫

　
　

の
買
取
の
調
整
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｑ　

県
か
ら
５
０
０
万
円
の

　
　

補
助
が
あ
る
が
赤
字
に

な
れ
ば
町
が
補
て
ん
す
る
の

か
。

Ａ　

補
助
金
の
枠
内
で
収
め

　
　

る
。
町
の
持
ち
出
し
は

な
い
。

 

カ
ー
ミ
ン
ブ
ラ
ン
ド

Ｑ　

カ
ー
ミ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の

　
　

戦
略
と
は
。

Ａ　

中
学
校
の
「
夢
を
か
な   

　
　

え
る
事
業
」
で
の
提
案

が
き
っ
か
け
で
作
家
に
依
頼

し
絵
本
が
で
き
る
。

　

ま
ず
は
町
内
の
子
ど
も
た

ち
に
読
ん
で
も
ら
お
う
と

思
っ
て
い
る
。

《
農
林
業
係
》

 

大
雪
の
被
害

Ｑ　

被
害
状
況
と
保
険
加
入

　
　

は
。

Ａ　

６
戸
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

　
　

ス
22
棟
の
被
害
。
う
ち

保
険
加
入
は
４
戸
。

 

獣
害
対
策

Ｑ　

シ
カ
柵
の
更
新
対
応
は
。

Ａ　

補
助
事
業
の
更
新
は
で

　
　

き
な
い
。
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
で
の
対
応

を
指
導
し
て
い
る
。

 

大
黒
茶
屋
が
道
の
駅
に

Ｑ　

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の

　
　

管
理
は
ど
こ
が
す
る
の

か
。

　
　

当
分
の
間
は
町
が
主
体

　
　

と
な
っ
て
協
議
会
を
立

ち
上
げ
る
が
、
地
域
の
方
に

も
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

県
と
町
の
部
分
が
あ
り

　
　

設
置
条
例
は
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ　

条
例
は
検
討
す
る
。

地
域
振
興
課

地
籍
課

上
下
水
道
課

A QA QA QA Q

A QA Q

A

Q

A QAA QQ

A QA QA Q

A QA Q

道の駅「銀の馬車道 神河」イメージ
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公
立
神
崎
総
合
病
院

北
館
改
築
事
業
調
査

特
別
委
員
会

峰
山
高
原
ス
キ
ー
場

整
備
事
業
調
査

特
別
委
員
会

　

２
月
14
日
開
催

　

６
月
中
旬
入
札
し

　
　
　
　

業
者
決
定
予
定

　

北
館
改
築
に
伴
い
、
南
館

３
階
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
中
館
３
階
中
病
棟
に
移
転

す
る
計
画
で
あ
る
。

　

東
側
に
デ
イ
ル
ー
ム
。
洗

髪
室
・
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
サ
イ
ズ
ア

ッ
プ
、
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、

段
差
を
な
く
す
る
。
西
側
は

Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
１
床
室
と
相
談
室
、

各
所
に
ト
イ
レ
新
設
、
４
床

室
36
床
、
１
床
室
14
床
の
計

50
床
で
計
画
。

　

建
築
改
修
費
は
２
５
０
０

万
円
で
、
北
館
改
築
の
事
業

費
の
中
で
行
う
。

Ｑ　

資
材
置
場
・
現
場
事
務

　
　

所
の
場
所
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

資
材
置
場
は
北
側
駐
車

　
　

場
、
現
場
事
務
所
は
ケ

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
駐
車
場

を
予
定
。

Ｑ　

職
員
、
現
場
作
業
員
の

　
　

駐
車
場
は
ど
う
す
る
の

か
。

Ａ　

旧
粟
賀
小
学
校
の
跡
地

　
　

を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

北
側
の
出
入
口
は
安
全

　
　

か
。

Ａ　

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

　
　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
事
務
所
が
あ
る
。
毎
日

多
く
利
用
者
が
あ
る
の
で
、

仮
設
の
出
入
口
を
予
定
し
て

い
る
。
バ
リ
ケ
ー
ド
や
ガ
ー

ド
マ
ン
を
配
置
し
安
全
に
努

め
る
。

Ｑ　

狭
い
所
で
の
工
事
に
な

　
　

る
。
騒
音
等
安
全
面
は

十
分
対
応
で
き
る
の
か
。

Ａ　

患
者
様
や
地
域
住
民
の

　
　

方
に
迷
惑
を
掛
け
る
と

思
う
が
、
業
者
と
十
分
協
議

し
周
知
し
て
い
く
。

　

粟
賀
町
区
長
・
近
隣
宅
へ

改
築
に
か
か
る
基
本
設
計
の

内
容
説
明
を
行
い
、
理
解
を

求
め
て
い
る
。

　　

診
断
結
果
が
耐
震
性
能
を

示
す
指
標
の
Ｉ
ｓ
値
が
０
・

６
未
満
で
あ
れ
ば
国
庫
交
付

金
事
業
の
対
象
に
な
る
。

　

中
央
部
・
東
西
部
の
表
面

の
ひ
び
割
れ
や
漏
水
跡
な
ど

の
劣
化
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強

度
や
中
性
化
、
深
さ
測
定
を

行
う
。

　

Ｉ
ｓ
値
が
０
・
６
０
未
満

と
診
断
さ
れ
、
耐
震
交
付
金

（
約
５
７
０
０
万
円
）
の
対

象
と
な
っ
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
移
転
に

改
修
内
容
は

改
修
費
は

　

主
な
Ｑ
＆
Ａ

耐
震
診
断

　

２
月
14
日
開
催

　

進
捗
率
は
１
月
末
で
35
％
。

　

工
事
費
は
、
堤
体
の
土
は
、

山
側
の
粘
土
質
土
を
利
用
す

る
の
で
減
り
、
導
流
水
路
と

導
流
管
渠
工
事
の
施
工
年
度

を
振
り
替
え
る
の
で
増
え
、

４
１
５
９
万
９
４
４
０
円
と

な
る
。

　

１
月
の
豪
雪
に
よ
り
工
期

を
７
月
30
日
ま
で
延
長
す
る
。

造
成
工
事

　

進
捗
率
は
１
月
末
で
30
％
。

　

立
木
伐
採
の
終
了
面
積
は

３
万
８
０
０
０
㎡
、
伐
採
木

は
、
高
朝
田
の
小
径
木
加
工

場
に
仮
置
き
し
、
住
民
の
方

に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
。

　

そ
の
時
期
は
チ
ラ
シ
等
で

周
知
す
る
。
残
っ
た
伐
採
木

は
、
チ
ッ
プ
材
に
す
る
。
豪

雪
と
保
安
林
解
除
認
可
が
４

月
中
旬
に
な
る
の
で
、
工
期

を
８
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
。

　

進
捗
率
は
１
月
末
で
23
％
。

　

第
２
リ
フ
ト
は
新
設
の
許

可
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

設
備
製
作
に
期
間
を
要
す

る
の
で
、
工
期
を
11
月
30
日

ま
で
延
長
す
る
。

　

町
道
際
の
立
木
伐
採
に
よ

り
、
雪
解
け
が
早
く
な
り
効

果
は
大
き
い
。
ま
た
、
視
界

が
開
け
て
運
転
が
し
や
す
い

た
め
、
引
き
続
き
伐
採
を
し

て
い
く
。
ス
キ
ー
場
ヘ
の
送

迎
用
バ
ス
の
駐
車
場
は
、
鍛

治
地
内
の
採
石
置
場
跡
地
で

検
討
し
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
建
設
費

の
財
源
と
な
る
地
方
創
生
拠

点
整
備
事
業
は
、
事
業
費
の

２
分
の
１
の
１
億
５
０
５
１

万
５
千
円
の
交
付
金
が
受
け

ら
れ
る
。
残
り
は
、
一
般
補

助
施
設
整
備
事
業
債
が
借
り

ら
れ
、
償
還
金
の
50
％
が
交

付
税
算
入
さ
れ
る
。　

　

ス
キ
ー
場
の
事
業
費
約
10

調
整
池
工
事

検
査
内
容
は

診
断
結
果
は

人
工
降
雪
機
整
備
工
事

交
通
対
策

  

地
方
創
生
拠
点
整
備

  

交
付
金
事
業

造
成
工
事

A QA QA QQ

A
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億
７
０
０
０
万
円
の
内
、
一

般
財
源
は
償
還
金
利
子
も
含

め
２
億
３
３
７
２
万
円
余
り

に
な
る
。

　

ス
キ
ー
場
Ｐ
Ｒ
事
業
費
２

９
０
０
万
円
の
２
分
の
１
の

交
付
金
が
受
け
ら
れ
、
残
り

は
指
定
管
理
者
が
負
担
を
す

る
。

Ｑ　

12
月
16
日
オ
ー
プ
ン
に

　
　

向
け
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

Ａ　

４
月
早
々
に
調
整
池
工

　
　

事
、
設
備
工
事
、
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
建
設
を
発
注
し

て
い
き
た
い
。

　

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
体
制

も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ス
５
度
に
な
れ

　
　

ば
、
３
日
ほ
ど
で
Ａ

コ
ー
ス
の
ゲ
レ
ン
デ
が
で
き

る
か
。

Ａ　

マ
イ
ナ
ス
５
度
が
３
日

　
　

ほ
ど
続
け
ば
大
量
の
雪

が
作
れ
、
滑
走
可
能
な
ゲ
レ

ン
デ
に
仕
上
が
る
。

Ｑ　

案
内
看
板
や
交
通
安
全

　
　

標
識
が
必
要
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
が
。

Ａ　

看
板
と
し
て
一
番
欲
し

　
　

い
の
は
情
報
板
。
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
、
道
路
情
報
や

積
雪
情
報
を
電
光
掲
示
板
で

周
知
し
た
い
。

Ｑ　

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
ト

　
　

イ
レ
は
、
広
く
と
っ
て

も
ら
い
た
い
。

Ａ　

通
常
よ
り
少
し
大
き
く

　
　

造
っ
て
い
る
。

　

多
目
的
ト
イ
レ
は
、
補
助

者
が
一
緒
に
車
椅
子
で
入
れ

る
。

Ｑ　

お
む
つ
交
換
の
場
が
必

　
　

要
と
思
う
が
。

Ａ　

多
目
的
ト
イ
レ
に
は
、

　
　

簡
易
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を

設
置
す
る
。

Ｑ　

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に
は
、

　
　

授
乳
場
所
が
必
要
と
思

う
が
。

Ａ　

小
さ
い
子
ど
も
が
休
憩
、

　
　

遊
べ
る
部
屋
を
計
画
し

て
い
る
の
で
考
え
た
い
。

Ｑ　

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
階

　
　

段
の
踏
み
面
の
幅
が
狭

い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

小
学
生
で
も
安
全
な
寸

　
　

法
で
あ
る
。
ス
キ
ー
靴

を
履
い
て
い
て
も
大
丈
夫
で

あ
る
。

Ｑ　

チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
、
ト

　
　

イ
レ
の
県
と
の
協
議
状

況
は
。

Ａ　

上
小
田
の
チ
ェ
ー
ン
着

　
　

脱
場
は
、
花
壇
を
撤
去

し
て
バ
ス
が
入
れ
る
よ
う
に

す
る
。

　

ト
イ
レ
は
占
用
申
請
を
出

せ
ば
、
設
置
可
能
と
い
う
確

認
は
し
て
い
る
。

　

県
道
改
良
は
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
の
傷
み
の
激
し
い

と
こ
ろ
は
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

に
替
え
る
な
ど
予
算
内
で

や
っ
て
い
く
。

Ｑ　

県
道
の
立
木
は
県
に
対

　
　

応
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。

Ａ　

支
障
の
あ
る
枝
や
木
は

　
　

県
土
木
が
伐
採
す
る
こ

と
で
協
議
は
整
っ
て
い
る
。

Ｑ　

送
迎
バ
ス
利
用
者
の
駐

　
　

車
場
は
、
他
の
所
も
検

討
は
さ
れ
た
か
。

Ａ　

高
朝
田
の
町
有
地
、
役

　
　

場
の
駐
車
場
も
検
討
し

た
が
課
題
が
あ
る
。
鍛
治
の

採
石
場
跡
地
は
、
工
事
を
し

な
く
て
も
よ
い
。
ル
ー
ト
的

に
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
け
る
。

Ｑ　

駐
車
場
は
、
寺
前
駅
前

　
　

活
性
化
の
絡
み
で
の
議

論
は
さ
れ
た
か
。

Ａ　

当
然
考
え
た
。
観
光
交

　
　

流
セ
ン
タ
ー
の
前
付
近

が
一
番
良
い
が
飽
和
状
態
で

あ
る
。

Ｑ　

ス
キ
ー
場
の
メ
リ
ッ
ト

　
　

と
し
て
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
付
く
取
組
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

Ａ　

情
報
提
供
を
し
て
、
一

　
　

つ
ず
つ
や
っ
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

大
雪
を
経
験
し
て
除
雪

　
　

の
機
械
や
除
雪
方
法
を

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
。

Ａ　

今
年
は
大
雪
で
い
ろ
い

　
　

ろ
な
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

何
百
台
の
駐
車
場
を
確
保

す
る
に
は
除
雪
車
両
が
２
台

要
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
特

殊
な
除
雪
車
両
は
、
１
台
何

千
万
と
い
う
経
費
が
必
要
と

な
る
。

　

主
な
Ｑ
＆
Ａ

A QA Q

A QA QA QA Q

A QA QA Q

A QA QA Q

A

Q

白銀の峰山高原
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みなさんの を

町政に
　一般質問 は、住民から重大な関心と期待を持たれるもので、議員
が執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・

報告を求め、議員自らも政策提言を行い、政治姿勢を明らかにするものです。

質問する議員は、町長に事前に質問内容を通告します。時間は質問、答弁

合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員が自ら原稿を起こし、

「議会だより」に掲載しています。（１人１ページ）

声

本会議場での傍聴をお待ちしています。

①人型ロボットを活用した日本一の学校づくりについて
②ＰＦＩ事業導入による粟賀小学校跡地利用について
③銀の馬車道の観光資源としての活用策について
④林業振興のかなめとなる林道網の整備と広葉樹林帯
   育成について

観光交流人口１００万人施策がめざしているものは何か

①豊かな自然を活用した子ども達の体験の場づくりに
　ついて
②ケーブルテレビ電話の廃止に伴う、福祉的電話の対
　応について

　議会の本会議は傍聴することができます。希望される方は、本会議当日に議場入り口の傍聴人受付
簿に住所、氏名等を記入してください。なお、定員は先着順に30名までです。傍聴者が20名以上と
なる場合傍聴席の準備が必要となりますので、団体での傍聴を希望される場合は事前に事務局までご
連絡ください。

質　　問　　事　　項質 問 者 ( 登壇順 )

15

三 谷  克 巳 議員16

小 林  和 男 議員

17 松 山   陽子 議員

ページ

今回の登壇者は３人でした。
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Ａ
Ｑ人型ロボット「ペッパー」を生かし

　　　    教育レベル日本一の学校に

「日本一の学校づくり」の目玉の一つとし、
積極的に推進していきたい

町 長

▲

町長の答弁が長かったため、
質問が途中になり残念。

ひとこと

Ｑ　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か
ら
神

　
　

河
町
の
小
中
学
校
に
、

人
型
ロ
ボ
ッ
ト「
ペ
ッ
パ
ー
」

が
３
年
間
無
償
貸
与
さ
れ
る
。

　

先
進
的
な
教
材
の
提
供
を

受
け
ら
れ
た
の
は
兵
庫
内
で

は
神
河
町
だ
け
で
あ
り
、
こ

の
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
し
て
神
河
町
の
学
校
を
日

本
一
の
教
育
レ
ベ
ル
に
定
着

で
き
な
い
か
。

Ａ　

山
名
町
長　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ

　
　

の
世
界
に
明
る
い
未
来

を
見
い
だ
す
子
ど
も
を
め
ざ

し
て
」
の
中
で
人
型
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
を
計
画
し
て
い
た
。

　

今
回
、
全
小
・
中
学
校
に

導
入
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

新
学
習
指
導
要
領
に
組
み
込

ま
れ
る
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
に
向
け
た
先
行

的
・
先
進
的
な
取
組
と
し
て

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、「
日

本
一
の
学
校
づ
く
り
」
の
中

の
目
玉
の
一
つ
と
し
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
神
河
町
の
児
童
・

生
徒
の
想
像
力
や
思
考
力
、

問
題
解
決
力
が
高
ま
る
こ
と

で
教
育
レ
ベ
ル
が
さ
ら
に
向

上
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

Ｑ　

粟
賀
小
学
校
跡
地
利
用

　
　

の
町
づ
く
り
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
計
画
の
進
展
は
ど
う
な

の
か
。

Ａ　

山
名
町
長　

平
成
29
年

　
　

度
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
可
能

性
調
査
に
挙
げ
て
い
く
施
設

と
し
て
、
①
研
修
が
で
き
る

教
室
の
整
備
。
こ
れ
は
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
重

複
施
設
で
あ
る
神
崎
公
民
館

機
能
の
廃
止
を
う
た
っ
て
お

り
ま
す
が
、
中
央
公
民
館
だ

け
で
は
利
用
を
ま
か
な
え
な

い
こ
と
か
ら
そ
の
代
替
機
能

を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。

②
新
た
な
公
共
施
設
と
し
て
、

地
元
要
望
が
強
い
図
書
館
機

能
を
整
備
す
る
こ
と
。
③
銀

の
馬
車
道
界
隈
の
福
本
～
粟

賀
町
・
中
村
～
吉
冨
、
さ
ら

に
は
杉
、
大
山
、
猪
篠
に
至

る
ま
ち
づ
く
り
、
賑
わ
い
づ

く
り
を
想
定
し
て
、
資
料
館

･

歴
史
館
的
な
も
の
の
整
備
。

併
せ
て
収
益
性
の
高
い
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
と
、
国
道

と
景
観
形
成
地
区
・
銀
の
馬

車
道
を
つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
や
公
共
ト
イ
レ
や

駐
車
場
、
公
園
な
ど
を
整
備

す
る
こ
と
の
可
能
性
調
査
に

取
組
み
た
い
。

　
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は
、
公

共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管

理
、
運
営
等
を
民
間
の
資
金
、

経
営
能
力
、
技
術
的
能
力
を

活
用
し
て
行
う
新
し
い
手
法
）

Ｑ　

銀
の
馬
車
道
が
国
の
日

　
　

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

ら
、
町
の
観
光
資
源
と
し
て

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
る
か
。

Ａ　

山
名
町
長　

神
河
町
に

　
　

は
数
多
く
の
観
光
資
源

が
あ
り
、「
越
知
川
名
水
街

道
エ
リ
ア
」「
銀
の
馬
車
道

エ
リ
ア
」「
大
河
内
高
原
エ

リ
ア
」
の
３
つ
の
エ
リ
ア
の

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し

た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
を
結
ん
で
町
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
に

銀
馬
車
界
隈
の
み
な
ら
ず
、

町
内
を
周
遊
し
、
ゆ
っ
く
り

と
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
地
域
で
の
消
費
を
喚

起
し
経
済
の
町
内
循
環
に
つ

な
が
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
銀
の
馬
車

道
交
流
館
や
粟
賀
の
驛
、
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
古
民
家

等
の
活
用
な
ど
現
在
地
域
に

あ
る
物
的
財
産
を
活
用
し
、

土
産
物
の
販
売
や
仙
霊
茶
の

提
供
な
ど
に
加
え
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
皆
様
に
も
御
協
力

を
頂
き
な
が
ら
お
も
て
な
し

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

銀
の
馬
車
道
の
物
語
を
活
か

し
な
が
ら
町
並
み
を
守
っ
て

い
く
た
め
の
修
景
事
業
な
ど

に
も
着
手
し
て
い
く
。

A

A

A

Q

Q

Q

小林　和男 議員
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Ａ
Ｑ観光人口１００万人がめざすものは

お金の循環、「交流から定住」 三谷　克巳 議員
町 長

▲

生活困世帯には
電話器を

Ｑ　

29
年
度
主
要
施
策
に
観

　
　

光
交
流
人
口
１
０
０
万

人
に
向
け
、
全
て
の
世
代
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
観
光
地

を
め
ざ
す
と
あ
る
。
こ
の
施

策
で
、
最
終
的
に
め
ざ
し
て

い
る
も
の
（
目
的
）
は
何
な

の
か
。
そ
の
目
的
達
成
に
ど

の
よ
う
な
事
業
、
取
組
を
考

え
、
ど
う
展
開
さ
れ
る
か
。

Ａ　

山
名
町
長　

地
域
経
済

　
　

の
活
性
化
、
つ
ま
り
お

金
の
循
環
、
そ
し
て
「
交
流

か
ら
定
住
」
も
含
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん

や
団
体
の
協
力
を
得
て
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
イ
ベ
ン
ト
、

歴
史
遺
産
の
活
用
を
行
っ
て

き
た
。

　

播
但
線
沿
線
市
町
と
の
広

域
連
携
、
外
国
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
へ
の
働
き
か
け
、
新
し
い

商
品
開
発
、
職
員
体
制
・
観

光
協
会
組
織
の
補
強
、
情
報

発
信
ツ
ー
ル
を
備
え
て
情
報

発
信
力
を
向
上
さ
せ
、
情
報

価
値
の
最
大
限
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

半
日
滞
在
、
日
帰
り
、

　
　

宿
泊
と
い
う
観
光
客
の

滞
在
時
間
に
よ
り
経
済
効
果

は
違
う
。
町
内
で
の
消
費
拡

大
に
は
長
時
間
滞
在
の
工
夫

が
必
要
で
は
。

Ａ　

山
名
町
長　

三
つ
の
観

　
　

光
エ
リ
ア
に
来
て
も
ら

う
仕
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

公
共
交
通
で
訪
れ
や
す
い

仕
組
み
も
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

Ｑ　

水
車
を
例
に
と
れ
ば
、

　
　

新
野
の
灌
漑
用
水
車
、

こ
っ
と
ん
亭
の
米
搗
き
用
の

動
力
水
車
、
発
電
用
水
車
が

あ
る
。
こ
れ
ら
を
観
光
ル
ー

ト
化
す
れ
ば
滞
在
時
間
が
増

え
る
と
思
う
。
イ
ベ
ン
ト
以

外
の
工
夫
も
必
要
で
は
な
い

か
。

Ａ　

山
名
町
長　

地
域
資
源

　
　

を
活
用
す
る
こ
と
は
、

地
域
創
生
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
知
名

度
を
上
げ
、
リ
ピ
ー
タ
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

県
は
、
神
戸
の
食
→
姫

　
　

路
の
城
→
城
崎
の
湯
へ

外
国
人
観
光
客
向
け
の
周
遊

コ
ー
ス
を
計
画
し
て
い
る
。

　

姫
路
城
と
神
河
町
の
宿
泊

施
設
と
の
連
携
の
話
は
ど
う

な
っ
た
か
。

Ａ　

山
下
観
光
振
興
特
命
参
事

　
　

姫
路
市
を
中
心
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
、
情
報
交
換
、
連
携
行
事

を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

飲
食
店
、
土
産
店
等
の

　
　

３
次
産
業
の
経
済
効
果

は
予
測
で
き
る
が
、
１
次
・

２
次
産
業
へ
の
波
及
効
果
策

は
ど
う
考
え
る
か
。

　

神
河
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
と

て
も
お
い
し
い
。
価
格
調
整

が
必
要
と
思
う
が
、
こ
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
町
内
飲
食
店
で

提
供
で
き
な
い
か
。　
　
　

Ａ　

山
下
観
光
振
興
特
命
参
事

　
　

町
内
産
を
使
用
し
て
い

る
店
も
あ
る
。
納
入
価
格
の

調
整
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ　

供
給
と
需
要
の
調
整
役

　
　

が
必
要
で
あ
る
。
役
場

が
関
わ
っ
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
。

Ａ　

山
名
町
長　

徳
島
県
神

　
　

山
町
で
は
、
契
約
栽
培

を
し
て
食
材
確
保
を
し
て
い

る
。
見
習
う
点
で
あ
る
。

Ａ　

山
下
観
光
振
興
特
命
参
事

　
　

大
切
な
こ
と
で
は
あ
る

が
難
し
い
部
分
で
あ
る
。

Ｑ　

体
験
型
観
光
が
重
視
さ

　
　

れ
て
き
て
い
る
が
、
こ

れ
の
取
組
状
況
は
。

Ａ　

山
下
観
光
振
興
特
命
参
事

　
　

手
探
り
の
状
況
で
あ
る
。

　

研
究
し
て
、
で
き
る
部
分

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

東国原知事の
「どげんかせんといかん」を

 思い出します。

ひとこと

A Q

A

Q

A Q

A QA Q

AA QA Q

灌漑用水車



半世紀前の生活を思い出し
実践できると、心も身体も

健康になるのではと…。
そして助け合う生活も。

ひとこと
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Ａ
Ｑ子ども達にもっと自然体験の場を

昔のような自己完結型の
　　　　　遊びが理想とは思うが 松山　陽子 議員

町 長

▲

Ａ
Ｑ

生活困世帯には
電話器を

町 長

ＣＡＴＶ電話廃止後の
　 福祉的電話の対応は▲

Ｑ　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
心

　
　

豊
か
な
子
ど
も
を
育
て

る
」
に
は
、
今
以
上
に
自
然

の
中
で
の
体
験
の
機
会
を
増

や
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ　

山
名
町
長　

学
校
の
統

　
　

合
に
よ
り
、
学
校
と
地

域
と
の
距
離
が
遠
く
な
り
、

自
然
体
験
や
交
流
活
動
が
で

き
に
く
く
な
っ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
も
、
学
校
教
育
や
社
会
教

育（
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
）

で
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
地
域
と
の
連
携
や

家
庭
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し

た
取
組
み
を
よ
り
一
層
進
め

る
中
で
、
ふ
る
さ
と
を
守
ろ

う
と
い
う
意
識
の
醸
成
、
さ

ら
に
は
、
神
河
町
に
住
み
続

け
た
い
気
持
に
進
展
し
て
い

く
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
組

ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ　

幼
児
期
の
子
ど
も
と
保

　
　

護
者
に
、
自
由
に
遊
べ

る
山
や
田
畑
等
の
場
所
の
提

供
や
協
力
者
の
情
報
提
供
は

可
能
か
。

Ａ　

松
田
教
育
課
長　
「
子

　
　

育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
」

等
で
自
然
と
ふ
れ
あ
う
事
業

も
行
っ
て
い
る
が
、
地
域
の

活
動
場
所
で
の
実
施
も
考
え

て
い
き
た
い
。
し
か
し
そ
れ

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

家
庭
や
近
隣
、
地
域
の
中
で

取
組
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ｑ　

外
で
遊
ぶ
こ
と
で
五
感

　
　

が
磨
か
れ
、
健
康
や
精

神
面
か
ら
も
大
切
で
あ
る
。

　

移
住
し
て
こ
ら
れ
た
若
い

家
族
の
多
く
も
自
然
の
中
で

の
子
育
て
に
あ
こ
が
れ
て
お

ら
れ
る
と
感
じ
る
。
そ
れ
に

応
え
る
町
づ
く
り
も
大
切
と

思
う
が
。

Ａ　

松
田
教
育
課
長　

多
可

　
　

町
の
「
森
の
よ
う
ち
え

ん
」
と
同
じ
よ
う
な
取
組
み

は
今
の
体
制
の
中
で
は
難
し

い
。
ま
ず
は
情
報
収
集
し
て

い
き
た
い
。

Ａ　

谷
口
町
参
事　

峰
山
に

　

  

あ
る
旧
保
養
所
で
教
師

の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
「
森
の
わ
ん

ぱ
く
冒
険
塾
」
を
開
い
て
お

ら
れ
、
支
援
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

防
災
行
政
無
線
の
運
用

　
　

に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
電
話
の
使
用
は
平
成
30

年
３
月
末
迄
と
な
り
、
そ
の

後
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
有
料
電
話

だ
け
と
な
る
。
安
全
安
心
な

生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
の

高
齢
者
世
帯
等
の
対
策
は
。

Ａ　

山
名
町
長　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

　
　

固
定
電
話
も
携
帯
電
話

も
な
い
生
活
困
窮
世
帯
を
把

握
し
、
固
定
電
話
を
支
給
す

る
計
画
で
あ
る
。

　

振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商

法
か
ら
の
防
犯
・
保
護
対
策

は
、
戸
別
受
信
機
に
よ
る
行

政
放
送
（
緊
急
時
は
外
部
ス

ピ
ー
カ
ー
も
可
）
で
注
意
を

呼
び
か
け
る
。

Ｑ　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
電
話

　
　

は
通
話
料
が
無
料
で
あ

り
、
ま
た
、
町
内
だ
け
の
通

話
で
安
心
で
あ
っ
た
。「
Ｉ

Ｐ
電
話
」
に
す
れ
ば
無
料
に

な
る
と
の
情
報
も
あ
る
が
。

Ａ　

藤
原
情
報
セ
ン
タ
ー
長

　
　
「
Ｉ
Ｐ
電
話
」
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
環

境
が
必
要
で
、
月
額
５
千
円

程
の
費
用
も
必
要
と
な
る
。

町
外
か
ら
も
か
っ
て
来
る
の

で
、迷
惑
電
話
は
防
げ
な
い
。

A QA Q

AA Q

A Q

A Q

森のわんぱく冒険塾活動の様子（HPより）
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新
緑
の
中
、
新
た
な
挑
戦
・
ド
ラ
マ
が
始
ま
っ
て
い
る
。

消
防
団
、
子
ど
も
会
、
部
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

練
習
に
汗
が
光
る
。
年
々
掲
げ
ら
れ
る
横
断
幕
に
頑
張

り
を
感
じ
る
。

『
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
期
待
し
て
い
る
ぞ
』

と
の
声
に
『
エ
ー
ッ･･･

頑
張
る
ワ
ッ
』
と
の
返
事
す
る
目

は
輝
い
て
い
る
。
“
イ
イ
顔
だ
”
私
は
必
ず
叶
え
て
く
れ

る
と
信
じ
て
い
る
。

今
は
今
し
か
な
い
。
今
を
精
一
杯
や
れ
と
心
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
子
ど
も
達
、
若
者
た
ち
の
笑
顔
は
元
気
と
夢

を
与
え
て
く
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
取
組
が
地
域
創
生
で
さ

れ
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
か
し
て
の
地
域
創
生
を
と

思
う
。

議
会
も
応
援
し
て
い
る
。
頑
張
れ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
。

　
（
Ｍ
・
Ｆ
）　

委
員
長 　

藤
原　

資
広

副
委
員
長 　

三
谷　

克
巳

委
　
　
員 　

山
下　

皓
司

委
　
　
員 　

藤
森　

正
晴

委
　
　
員 　

小
寺　

俊
輔

委
　
　
員 　

松
山　

陽
子

広
報
公
聴
活
動
調
査

                

特
別
委
員
会

あ

と

が

き

24
日（
月
）　

議
会
運
営
委
員
会

27
日（
木
）　

第
78
回
臨
時
会

15
日（
月
）　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

17
日（
水
）　

人
権
文
化
推
進
特
別
委
員
会

22
日（
月
）　

公
立
神
崎
総
合
病
院
北
館
改
築

　
　
　
　
　

 

事
業
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

 

峰
山
高
原
ス
キ
ー
場
整
備

　
　
　
　
　

事
業
調
査
特
別
委
員
会

24
日（
水
）　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

26
日（
金
）　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

13
日（
火
）　

議
会
運
営
委
員
会

16
日（
金
）　

第
79
回
定
例
会 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

提
案
・
質
疑
等

19
日（
月
）　　
　
　

 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

22
日（
木
）～
23
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

定
例
会  

一
般
質
問

28
日（
水
）　　
　
　

 

定
例
会
最
終
日　

採
決

　
　
　
※
こ
の
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

４
月

5
月

6
月

主
な
議
会
日
程

 

いっぱん質問　第 77 回
定 例 会

いっぱん質問　
ケーブルテレビ放映について

《5 月 9 日（火）》
　① 小林 和男  議員　午後７時 00 分～
　② 三谷 克巳  議員　午後８時 00 分～

《５月10 日（水）》
　① 松山 陽子  議員　午後７時 00 分～

下記のとおり再放送が行われます。ぜひご覧ください。


